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―
―
大
会
で
は
「
食
育
を
推

進
す
る
た
め
の
校
内
組
織
の

在
り
方
と
食
に
関
す
る
指
導

の
全
体
計
画
に
基
づ
い
た
実

践
の
必
要
性
」
を
主
題
に
し

た
分
科
会
で
指
導
助
言
者
を

務
め
ま
す
ね
。

「
保
護
者
も
教
員
も
食
育

が
大
切
で
は
な
い
と
考
え
る

人
は
い
な
い
と
思
う
。
だ
か

ら
学
校
教
育
の
中
で
食
育
を

重
視
し
よ
う
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
が
大
切

な
部
分
。
２
０
０
５
年
の
食

育
基
本
法
か
ら
食
育
と
い
う

言
葉
が
意
識
さ
れ
た
反
面
、

そ
も
そ
も
が
『
健
康
』
と
い

う
領
域
に
含
ま
れ
、
学
校
教

育
に
お
け
る
食
育

の
位
置
付
け
が
曖

昧
で
、
未
消
化
に

思
っ
て
い
る
人
は

多
い
と
思
う
。
例

え
ば
各
教
科
、
あ

る
い
は
総
合
的
な

学
習
の
時
間
、
特

別
活
動
な
ど
が
従

来
の
学
校
教
育
の

イ
メ
ー
ジ
。
食
育
は
広
く
網

羅
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
わ

け
で
、
全
教
育
活
動
を
通
じ

て
行
う
道
徳
教
育
と
同
じ
」

「
給
食
の
時
間
は
『
食
育

の
授
業
時
間
』
だ
と
私
は
主

張
し
て
い
る
。
栄
養
教
諭
等

や
学
級
担
任
の
先
生
た
ち
、

指
導
す
る
先
生
た
ち
皆
に
そ

の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
。
食
育
の
素
晴
ら
し
い
実

践
は
た
く
さ
ん
あ
る
、
け
れ

ど
実
践
者
の
異
動
で
風
化
し

た
と
い
う
こ
と
が
多
々
起
こ

る
。
で
は
全
国
共
通
の
食
育

の
学
習
と
は
何
か
、
そ
れ
は

間
違
い
な
く
給
食
の
は
ず
。

給
食
の
時
間
に
担
任
が
栄
養

教
諭
等
か
ら
提
供
さ
れ
た
情

報
を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
あ

げ
る
。
給
食
ご
と
に
１
分
間

で
も
年
間
１
９
０
分
、
９
年

間
続
け
た
ら
大
変
な
時
間
数

に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
給
食

か
ら
発
し
て
、
食
育
の
授
業

で
の
取
り
扱
い
を
考
え
、
全

体
計
画
に
発
展
す
る
」

―
―
給
食
で
は
教
科
と
の
関

連
を
図
っ
た
献
立
作
成
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
例
え
ば
国
語
で
大
豆
を

教
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
と

し
て
も
、
食
育
は
あ
く
ま
で

も
そ
の
教
科
の
学
習
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
有
効
な
一

つ
の
手
段
と
し
て
の
取
扱
い

で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
国
語
の

目
標
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
、

食
育
の
視
点
が
最
優
先
の
目

標
に
は
な
り
え
な
い
が
、
教

科
を
支
え
る
、
興
味
関
心
を

教
科
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で

き
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
意

味
で
教
科
と
連
携
し
コ
ア
に

な
る
の
が
給
食
だ
ろ
う
」

―
―
栄
養
教
諭
等
の
学
校
組

織
に
お
け
る
役
割
が
と
て
も

大
切
で
す
。

「
栄
養
教
諭
等
は
１
人
職

で
大
変
ご
苦
労
を
し
て
い
る

方
も
少
な
く
な
い
と
思
う
。

で
も
志
は
高
く
、
子
供
た
ち

に
食
の
大
切
さ
を
伝
え
た

い
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ

て
幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
新
人
だ
と
職
員
室

で
先
生
方
と
ど
う
つ
な
が
る

か
が
ま
ず
難
し
い
。
調
理
室

で
は
ベ
テ
ラ
ン
調
理
員
の
理

解
協
力
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば

考
え
た
献
立
が
作
れ
な
い
」

「
例
え
ば
栄
養
教
諭
等
の

思
い
や
願
い
、
そ
し
て
子
供

た
ち
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
毎
回
『
給
食
メ
モ
』
と

し
て
発
信
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
そ
の
メ
モ
を
先
生
た
ち

は
読
ん
で
く
れ
な
い
。
大
切

な
情
報
だ
と
認
識
し
て
い
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
自

分
か
ら
先
生
に
読
ん
で
く
だ

さ
い
と
は
言
い
づ
ら
い
。
１

人
職
だ
し
人
間
関
係
に
係
る

と
思
う
か
ら
。
『
い
つ
読
む

の
』
と
聞
か
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
読
ん
で
も
１
分
か
か

ら
な
い
の
に
」

「
私
は
前
任
校
で
、
い
つ

読
む
の
か
議
論
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
、
給
食
時
間
に
は

�
空
白
の
時
間
�
が
必
ず
あ

る
か
ら
そ
こ
を
使
え
ば
い
い

と
提
案
し
た
。
何
も
せ
ず
に

座
っ
て
い
る
だ
け
の
時
間
、

そ
れ
は
配
膳
が
終
わ
り
当
番

が
着
替
え
て
い
る
時
間
。
着

替
え
を
待
た
ず
先
に
食
べ
始

め
る
ク
ラ
ス
は
な
い
か
ら
。

そ
う
い
う
示
唆
を
与
え
る
の

も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
一
つ

だ
と
思
う
」

―
―
些
細
な
こ
と
で
も
学
校

の
文
化
を
変
え
る
に
は
校
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要

で
す
ね
。

「
食
育
、
給
食
指
導
だ
け

の
こ
と
で
は
な
い
が
、
先
生

た
ち
の
意
識
が
変
わ
ら
な
か

っ
た
ら
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る

し
か
な
い
。
シ
ス
テ
ム
は
引

き
継
が
れ
る
か
ら
『
給
食
メ

モ
を
読
む
』
こ
と
を
シ
ス
テ

ム
に
し
て
し
ま
え
ば
よ
い
。

何
か
を
変
え
る
な
ら
、
や
ら

ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
シ
ス

テ
ム
化
を
。
や
っ
た
方
が
楽

だ
と
か
得
だ
と
か
、
指
示
命

令
で
は
な
く
誘
導
す
る
の
も

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
と
思

う
。
そ
の
先
に
食
育
が
学
校

の
文
化
と
し
て
定
着
す
る
」

「
栄
養
教
諭
等
が
自
分
の

願
い
を
遂
げ
る
手
段
の
一
つ

が
、
管
理
職
の
理
解
賛
同
を

得
る
こ
と
。
例
え
ば
校
長
が

血
圧
が
高
い
こ
と
を
気
に
し

て
い
る
と
し
た
ら
、
給
食
に

は
高
学
年
で
も
塩
分
１
食
３

㌘
未
満
と
い
う
基
準
が
あ
る

こ
と
、
た
だ
塩
分
を
減
ら
す

だ
け
で
な
く
お
い
し
さ
の
た

め
に
出
汁
や
他
の
素
材
で
補

っ
て
い
る
こ
と
、
野
菜
の
カ

リ
ウ
ム
が
過
多
な
塩
分
を
体

外
に
排
出
す
る
働
き
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
説
明
す
る
。

『
給
食
メ
モ
』
に
書
い
て
い

る
の
で
他
の
先
生
方
に
読
む

よ
う
に
伝
え
る
こ
と
で
協
力

者
に
な
っ
て
も
ら
う
。
大
会

で
は
そ
う
い
う
生
き
た
情
報

を
交
流
の
中
で
学
ん
で
ほ
し

い
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
実

践
を
み
ん
な
が
共
有
す
れ
ば

い
い
」

―
―
食
育
が
学
校
の
文
化
と

し
て
定
着
す
る
た
め
に
、
シ

ス
テ
ム
が
重
要
で
す
ね
。

「
文
化
の
定
着
に
は
よ
く

言
わ
れ
る
『
１
人
の
１
０
０

歩
よ
り
１
０
０
人
の
１
歩
』

と
い
う
考
え
が
大
切
。
栄
養

教
諭
等
は
１
人
職
の
立
場
で

も
あ
る
た
め
、
１
人
で
何
歩

も
進
も
う
と
し
が
ち
。
で
も

１
人
で
突
出
す
る
の
で
は
な

く
、
周
り
を
絡
め
て
い
く
こ

と
が
食
育
の
定
着
の
ポ
イ
ン

ト
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

長
野
県
長
野
市
で
８
月
１
・
２
日
開
催
さ
れ
る
第
１
回
全
国
学
校
給
食
・
栄
養
教

諭
等
研
究
協
議
大
会
。
同
大
会
分
科
会
助
言
者
の
一
人
で
、
学
校
給
食
や
食
育
の
推

進
に
つ
い
て
学
校
経
営
の
立
場
か
ら
、
積
極
的
な
指
導
・
提
言
を
行
っ
て
い
る
東
京

都
調
布
市
立
杉
森
小
学
校
・
濱
松
章
洋
校
長
は
学
校
の
食
育
推
進
に
は
「
給
食
の
時

間
」
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
指
摘
。
同
大
会
や
栄
養
教
諭
・
学

校
栄
養
士
職
員
（
以
下
、
栄
養
教
諭
等
）
へ
の
期
待
を
聞
い
た
。

文
部
科
学
省
は
先
ご
ろ
給

食
費
の
無
償
化
を
実
施
す
る

教
育
委
員
会
の
実
態
調
査
を

公
表
。
隔
年
で
実
施
し
て
い

る
学
校
給
食
実
施
状
況
調
査

と
別
途
に
行
っ
た
も
の
。
２

０
２
３
年
９
月
１
日
現
在

で
、
無
償
化
を
実
施
す
る
教

育
委
員
会
（
以
下
、
教
委
）

は
７
７
５
で
う
ち
実
施
中
が

７
２
２
、
年
度
中
に
実
施
予

定
が
４０
、
年
度
中
に
実
施
し

た
が
現
在
実
施
し
て
い
な
い

の
が
１３
だ
っ
た
。

実
施
中
（
７
２
２
）
の
う

ち
、
４
分
の
３
に
あ
た
る
７５

・
８
％
は
無
償
化
を
小
・
中

学
校
全
員
全
員
が
対
象
だ
っ

た
。
一
方
で
２０
％
は
「
支
援

要
件
」
を
設
定
。
要
件
の
内

容
で
は
「
多
子
世
帯
」
が
８８

％
で
最
も
多
く
、
次
い
で

「
学
年
を
限
定
」
だ
っ
た
。

具
体
的
な
支
援
方
法
は
大
半

が
「
保
護
者
か
ら
徴
収
し
な

い
方
法
」
で
９３
・
９
％
。

「
保
護
者
か
ら
一
度
徴
収
す

る
」
は
６
・
１
％
だ
っ
た
。

無
償
化
の
目
的
は
９
割
以

上
が
「
保
護
者
の
経
済
的
な

負
担
軽
減
、
子
育
て
支
援
」

で
、
「
少
子
化
対
策
」
や

「
定
住
・
転
入
の
促
進
」
等

は
１
割
に
満
た
な
か
っ
た
。

そ
の
目
的
に
対
し
て
数
値
目

標
や
指
標
を
実
施
し
て
い
る

の
は
１３
・
４
％
で
、
多
か
っ

た
目
標
・
指
標
は
「
対
象
者

へ
の
支
給
率
・
人
数
・
支
給

額
」
「
住
民
の
満
足
度
ア
ン

ケ
ー
ト
」
な
ど
だ
っ
た
。

無
償
化
の
財
源
は
「
自
己

財
源
（
ふ
る
さ
と
納
税
、
寄

付
金
以
外
）
」
が
６５
・
８
％

で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」
が
３２

・
３
％
、
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
が
１０
・
２
％
、
「
都
道

府
県
か
ら
の
補
助
」
が
７
・

２
％
、
「
寄
付
金
」
０
・
８

％
、
「
そ
の
他
（
交
付
金
、

基
金
、
地
方
債
等
）
」
１１
・

９
％
な
ど
だ
っ
た
。

無
償
化
実
施
の
課
題
と
し

て
、
少
数
だ
っ
た
が
「
食
育

の
意
識
の
低
下
」
や
「
質
の

低
下
」
を
指
摘
す
る
意
見
が

見
ら
れ
た
こ
と
は
検
討
す
る

べ
き
部
分
だ
ろ
う
。

各
教
育
委
員
会
で
の
給
食
費
無
償
化
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
が
、
２
０
２
３
年
度

中
に
無
償
化
を
実
施
し
た
教
育
委
員
会
数
は
７
７
５
（
４３
・
２
％
）
で
、
実
施
中
の

４
分
の
３
（
７５
・
８
％
）
は
小
・
中
学
校
と
も
全
員
を
対
象
に
無
条
件
で
実
施
。
実

施
の
目
的
は
「
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
、
子
育
て
支
援
」
が
最
も
多
か
っ
た

が
、
成
果
目
標
・
指
標
を
設
定
し
て
い
る
の
は
約
１３
％
で
少
数
派
だ
っ
た
。

食育・学校給食…………………………２・３面
食品ロスの削減が課題。学校給食の食品ロス
削減に関する調査では、教育委員会の８割が調
理場での削減に取り組んでいる一方、廃棄物の
飼料や堆肥等への再利用には「人員不足」等の
理由で４割に留まる。和食献立を通して、食材
の「千産千消」に取り組む、千葉・船橋市の現
場をレポートした。

学校保健・安全………………………………４面
低年齢化で増えている子供のドライアイ。要
因は様々だが、主因の一つにゲーム、ＰＣやタ
ブレットなどデジタル機器の長時間使用が指摘
される。ドライアイと涙の関係など、専門医が
症状や対策を解説した。

学校施設特集…………………………………５面
近年の気候変動では、毎年のように集中豪雨
による水害が起こり危険区域にある学校施設は
対策が急がれる。防水・防火の機能を高めた扉
や、同時期に多数発生する虫から室内環境を守
る室内付網戸を紹介する。

教育ニュース…………………………………７面
愛知県日進市は児童生徒の１人１台端末から
アクセスする電子図書館を導入。学校図書館と
市立図書館が連携することで、児童生徒の図書
貸出冊数も飛躍的に伸長。国の交付金やふるさ
と納税、クラウドファンディングが財源。

学校図書館……………………………………８面
登録者１万人に達したオンラインの読書の習
い事「ヨンデミー」を運営する㈱Yondemy 代
表・笹沼颯太氏は「読書はいくつかの条件を満
たせば、誰でも必ず好きになる」という。笹沼
氏が考える〝読書教育の重要性〟とは――。

文
部
科
学
省
が
設
置
し
た

「
い
じ
め
防
止
対
策
協
議
会
」

の
２
０
２
４
度
第
１
回
の
会

議
が
６
月
１９
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
、
昨
年
に
引

き
続
き
関
西
外
国
語
大
学
外

国
語
学
部
教
授
・
新
井
肇
氏

を
座
長
に
選
任
。「
い
じ
め
の

重
大
事
態
の
調
査
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）
や
「
生
徒
指

導
提
要
（
改
訂
版
）
」
の
平

時
か
ら
の
理
解
を
求
め
る
こ

と
等
を
盛
り
込
ん
だ
今
年
度

中
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
に

向
け
た
審
議
を
開
始
し
た
。

現
行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

２
０
１
７
年
作
成
。
い
じ
め

の
重
大
事
態
発
生
を
う
け
、

学
校
設
置
者
や
学
校
が
適
切

な
調
査
を
行
う
こ
と
を
促
す

も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
い
じ

め
や
重
大
事
態
の
件
数
は
依

然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
改
訂
版
の
必
要

性
が
浮
上
し
た
。

今
回
の
審
議
で
各
委
員
か

ら
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
改
訂

版
に
は
「
い
じ
め
重
大
事
態

を
防
ぐ
平
時
か
ら
の
備
え
」、

「
申
し
立
て
が
あ
っ
た
際
の

学
校
の
対
応
」、「
調
査
委
員

の
第
三
者
性
の
確
保
（
第
三

者
の
例
示
）」、「
児
童
生
徒
へ

の
事
前
説
明
の
手
順
・
事
項

の
詳
細
」、「
調
査
す
べ
き
事

項
の
明
示
」
な
ど
が
新
た
に

加
え
ら
れ
る
見
通
し
。

「
よ
り
一
層
の
学
校
給
食

の
充
実
と
栄
養
教
諭
を
中
核

と
し
た
学
校
に
お
け
る
食
育

の
推
進
〜
信
州
か
ら
『
新
』

発
信
！
未
来
へ
つ
な
げ
る
食

育
の
力
！
」
を
テ
ー
マ
に
し

て
第
１
回
全
国
学
校
給
食
・

栄
養
教
諭
等
研
究
協
議
大
会

が
８
月
１
・
２
日
、
長
野
県

長
野
市
内
で
対
面
に
よ
り
開

催
さ
れ
る
。
文
部
科
学
省
、

長
野
県
・
市
教
育
委
員
会
、

全
国
学
校
栄
養
士
協
議
会
な

ど
が
主
催
。
初
日
は
全
体

会
、
２
日
目
は
８
分
科
会
が

開
催
さ
れ
る
。

昨
年
ま
で
８
月
に
開
催
さ

れ
て
い
た
全
国
栄
養
教
諭
・

学
校
栄
養
職
員
研
究
大
会
と

１０
月
又
は
１１
月
開
催
だ
っ
た

全
国
学
校
給
食
研
究
協
議
大

会
が
今
回
は
初
め
て
統
合
。

食
育
の
推
進
の
た
め
、
学
校

給
食
関
係
者
と
栄
養
教
諭
・

学
校
栄
養
職
員
の
資
質
向
上

を
目
的
に
実
施
。
初
日
の
全

体
会
で
は
学
校
給
食
の
２
０

２
４
年
度
文
部
科
学
大
臣
表

彰
も
行
わ
れ
る
。

【
３
面
に
受
賞
者
一
覧
】

深
刻
な
教
員
不

足
が
続
く
中
、
各

自
治
体
は
大
学
・

民
間
企
業
と
の
連

携
や
教
員
養
成
大

学
・
学
部
の
機
能

を
強
化
す
る
等
、
試
行
を
重

ね
て
い
る
が
有
効
打
を
探
し

続
け
て
い
る
▼
先
ご
ろ
各
自

治
体
の
取
組
の
事
例
集
を
文

部
科
学
省
が
作
成
。
全
国
的

に
も
注
目
を
集
め
た
「
ペ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
を
対

象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

参
加
者
の
半
数
以
上
が
臨
時

・
非
常
勤
の
教
職
員
に
登

録
、
そ
の
４
割
以
上
が
翌
年

の
任
用
に
つ
な
が
っ
た
と
い

う
▼
教
員
志
望
の
学
生
の
意

欲
や
希
望
を
後
押
し
す
る
、

不
安
を
解
消
す
る
、
学
校
参

観
や
現
職
教
員
と
の
交
流
等

で
支
援
す
る
正
攻
法
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
代
替
教
職
員
の
募

集
と
応
募
情
報
の
マ
ッ
チ
ン

グ
ア
プ
リ
は
当
世
流
か
▼
Ｐ

Ｒ
に
関
す
る
民
間
の
経
験
知

見
を
求
め
て
広
報
・
宣
伝
ド

ラ
マ
に
便
乗
す
る
等
�
や
れ

る
こ
と
は
何
で
も
や
ろ
う
�

と
い
う
危
機
感
と
覚
悟
が
伝

わ
る
。

学校給食費の無償化の成果と課題
成 果

児童生徒 教委数
家庭環境に関係なく学校給食の提供を受けられ食育が充実 24
栄養バランスの良い食事の摂取や残食を減らす意識の向上 21
感謝の気持ちの涵養 2
その他 3
保護者
経済的負担の軽減、安心して子育てできる環境の享受 442
給食費納入に係る手間の解消 8
その他 23
学校・教職員
給食費の徴収や未納者等への対応負担の解消 199
食育の指導に関する意識の向上 1
その他 3
地域
子育て支援の充実 25
定住・転入の促進 13
少子化対策 6
食材費高騰で経費増加の際、保護者に合意なく措置が可能 5

課 題
予算の確保 132
申請書の受付等、業務の負担増加 42
食育に対する意識の低下 32
学校給食の提供を受けていない児童生徒等への対応 22
自治体間格差 18
支援要件外の児童生徒等との不公平感 17
区域外就学の児童生徒等への対応 16
申請方法の煩雑さ及び保護者への説明 13
質の低下 6
議会・住民の理解 4
その他 21

※複数回答あり

新春特別号

家庭教育

教育旅行

●●●●●●●●●
●●●●●●●●●

紙 面 案 内

学校経営

健康教育

●●●●●●●

教育改革

食 育

続・おいしい献立写真 第１回……３面
防災教育への視点 第１回……６面

第３月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

文月・七夜月・愛逢月

月曜日

■KKS Webはこちら→

海 の 日（７／１５）
大 暑（７／２２）
土用の丑（７／２４）

■Ｘ（旧 Twitter)
@kyoikukatei

日

（令和６年）

第 ２ ２ ５ ６ 号

15

連 載

月
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7

座
長
の
新
井
肇
氏

ガイドライン改訂へ

実
施
６
割
が
自
己
財
源

２０２３年度の実施は４３％

いじめ防対協

小
・
中
と
も
３
／
４
が
全
員
対
象

第１回会議

給食費無償化の教育委員会

目
的
は
保
護
者
の
負
担
軽
減
・
子
育
て
支
援

給
食
へ
の
提
言

給
食
へ
の
提
言

８
月
１
・
２
日
長
野
市
で

（１） ２０２４年（令和６年）７月１５日（月曜日）

第
１
回
全
国
学
校
給
食
・

栄
養
教
諭
等
研
究
協
議
大
会

給
食
の
時
間
を
食
育
授
業
に

給
食
の
時
間
を
食
育
授
業
に

毎
日
１
分
間
で
も
年
１
９
０
分

東京・杉森小学校長

濱松 章洋氏

子
供
が
敬
遠
し
が
ち
な
野
菜
・
魚
等
の
着
ぐ
る
み
を
着

て
給
食
時
に
学
級
訪
問
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
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